
こ
の
請
願
は
、「
請
願
の
理

由
」
を
明
記
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
三
陸

海
岸
沿
岸
漁
民
や
住
民
の

願
い
と
そ
の
た
め
の
運
動

が
良
く
わ
か
る
文
章
で
す
。

以
下
に
そ
の
全
文
を
掲
載

し
ま
す
。

二

請
願
の
理
由

岩
手
県
沿
岸
は
世
界
三

大
漁
場
の
一
つ
に
挙
げ
ら

れ
、
サ
ン
マ
・
イ
カ
な
ど
の

獲
る
漁
業
だ
け
で
な
く
、
サ

ケ
・
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
・
ワ
カ

メ
・
カ
キ
・
ホ
タ
テ
と
い
っ

た
増
養
殖
漁
業
が
盛
ん
に

行
わ
れ
、
お
い
し
い
三
陸
の

海
産
物
を
全
国
に
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

「
天
恵
の
海
」
を
守
る
た
め

に
「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
」
は
、
平
成
一
八
年
九

月
に
宮
古
市
議
会
を
ト
ッ

プ
と
し
て
、
宮
古
市
の
市

民
・
漁
民
の
方
々
と
と
も
に
、

青
森
県
六
ヶ
所
村
に
建
設

さ
れ
た
核
燃
料
再
処
理
工

場
か
ら
放
射
性
物
質
が
海

や
空
へ
放
出
さ
れ
な
い
よ

う
、
放
出
を
規
制
す
る
法
律

制
定
の
請
願
活
動
を
行
い
、

県
内
三
四
自
治
体
か
ら
国

会
に
意
見
書
を
送
付
し
て

頂
き
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
は
大
量
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す

反
面
大
量
の
放
射
性
廃
棄

物
を
生
み
出
し
ま
す
。
こ
の

内
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会
郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/

《本紙の全バックナンバー掲載》

《天恵の海》
２０２０（令和二）年

２月２２日

第２０３号
編集事務局 S.Oshida

Tel/Fax 019-623-1636

宮
古
市
議
会
議
長

古

舘

章

秀

様

請
願
者

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会

共
同
代
表

横

田

有

平

「
宮
古
市
に
放
射
性
廃
棄
物
を

持
ち
込
ま
せ
な
い
条
例
（
仮
称
）
」

制
定
を
求
め
る
請
願

一

請
願
の
趣
旨

日
本
の
原
子
力
行
政
は
、
原
子
力
発
電
所
か

ら
出
る
有
害
な
放
射
性
廃
棄
物
を
地
下
三
百
ｍ

に
埋
め
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
岩
手
県
の

北
上
山
地
は
約
一
億
年
前
に
固
ま
っ
た
安
定
し

た
地
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
有
力
な
候
補
地
に
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

北
上
山
地
と
そ
れ
に
連
な
る
三
陸
沿
岸
の
豊

か
な
自
然
が
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
「
宮
古
市
に
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち

込
ま
せ
な
い
条
例
（
仮
称
）
」
の
制
定
が
必
要

と
考
え
、
請
願
す
る
も
の
で
す
。

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
は
、「
宮
古
市
に
放
射

能
廃
棄
物
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
条
例
（
仮
称
）
」
を
提

出
し
、
宮
古
市
議
会
本
会
議
は
満
場
一
致
で
請
願
受

理
を
決
定
し
ま
し
た
。

山
本
正
徳
市
長
は
二
〇
一
七
年
の
市
議
会
で
「
県
と

同
様
に
（
最
終
処
分
場
は
）
受
け
入
れ
な
い
」
と
表

明
し
て
お
り
、
こ
の
請
願
採
択
に
よ
り
宮
古
市
と
し

て
条
例
制
定
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
「
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
条
例
の
制
定
は
各
自

治
体
で
も
取
り
組
ま
れ
る
見
通
し
で
す
。



炉の外形

幅 1.9/奥行 1.9/高 2.3(m)

炉の容量 0.66 ㎥

ガラス保持量 880 kg

と
そ
れ
を
ガ
ラ
ス
で
固
め

た
固
化
体
は
、
強
い
放
射
線

を
出
し
、
人
が
近
づ
く
と
二

〇
秒
で
即
死
す
る
ほ
ど
強

い
放
射
線
を
出
し
ま
す
。
こ

の
放
射
線
が
安
全
な
レ
ベ

ル
に
低
下
す
る
ま
で
に
一

万
年
か
ら
十
万
年
と
い
う

歳
月
が
か
か
り
私
た
ち
が

管
理
出
来
る
時
間
を
遥
か

に
超
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
地
下
三
百
ｍ
に

埋
め
る
計
画
が
進
ん
で
い

ま
す
。
岩
手
県
の
北
上
山
地

は
約
一
億
年
前
に
固
ま
っ

た
安
定
し
た
地
盤
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
学
の
専
門
家

が
挙
げ
た
三
つ
の
候
補
地

の
一
つ
に
さ
れ
、
全
国
の
適

地
を
示
し
た
「
科
学
的
特
性

マ
ッ
プ
」
で
も
適
地
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

放
射
性
廃
棄
物
を
大
量

に
扱
う
施
設
が
事
故
を
起

こ
せ
ば
、
立
地
し
た
地
域
だ

け
で
な
く
、
近
隣
市
町
村
へ

の
風
評
被
害
や
自
然
環
境

へ
の
実
害
を
及
ぼ
す
こ
と

と
な
り
ま
す
。
従
っ
て
最
終

処
分
場
問
題
は
近
隣
市
町

村
と
も
協
調
し
て
進
め
て

い
か
ね
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
現
在
の
市
長
は
、
こ

の
よ
う
な
施
設
の
受
け
入

れ
を
否
定
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
将
来
の
市
長
と
な
る

方
々
が
こ
の
よ
う
な
施
設

受
け
入
れ
に
ど
の
よ
う
な

立
場
を
取
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
最
終
処
分
場
の
候
補

地
に
さ
れ
る
前
に
宮
古
市

に
放
射
性
廃
棄
物
を
持
ち

込
ま
せ
な
い
と
明
確
に
意

思
表
示
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
貴
議
会
に
お
い
て

「
宮
古
市
に
放
射
性
廃
棄

物
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
条

例
（
仮
称
）
」
に
つ
い
て
ご

理
解
頂
き
、
宮
古
市
に
お
い

て
制
定
す
る
よ
う
特
段
の

配
慮
を
お
願
致
し
ま
す
。

六
ケ
所
再
処
理
工
場
は

東
海
再
処
理
工
場
の
約
五

倍
の
規
模
で
す
。
日
本
独
自

方
式
の
「
炉
内
通
電
方
式
」

は
白
金
族
元
素
問
題
が
未

解
決
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
、

外
部
加
熱
を
若
干
付
加
し

ま
し
た
が
、
規
模
が
大
き
く

な
っ
た
分
運
転
は
ま
す
ま

す
難
し
く
な
っ
た
と
い
え

ま
す
。
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
冷

却
が
止
ま
る
と
、
原
子
力
学

会
誌
で
は
、
約
十
五
時
間
で

沸
騰
が
始
ま
り
、
掃
気
が
止

ま
る
と
約
七
時
間
で
水
素

爆
発
濃
度
に
達
す
る
と
あ

り
ま
し
た
。
一
刻
も
早
く
固

化
安
定
化
し
リ
ス
ク
を
低

減
さ
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

供給方式 高レベル廃液と

ガラスビーズ

加熱方式 炉内直通電方式に、

間接加熱方式を加えた。

炉の外形 幅 2.9/奥行 3.1

/高 2.8(m)

炉の容量 2.65 ㎥
ガラス保持量 4800 ｋg

一
九
七
七
年
再
処
理
を
開
始
し
た
東
海
再
処
理
工
場
は

二
〇
〇
七
年
核
燃
料
累
積
処
理
量
一
一
四
〇
ト
ン
を
再
処

理
し
、
現
在
廃
止
措
置
中
で
す
。
こ
の
間
約
五
〇
〇
㎥
の
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
を
残
し
ま
し
た
。

そ
の
ガ
ラ
ス
固
化
技
術
を
受
け
て
青
森
県
六
ケ
所
再
処

理
工
場
は
二
〇
〇
六
年
三
月
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
を
開
始
し
、

二
〇
〇
八
年
ま
で
約
四
二
〇
ト
ン
の
使
用
済
み
核
燃
料
を

剪
断
し
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
し
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
、
工
場
内
に
は
約
三
五
〇
㎥
の
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
一
部
ガ
ラ
ス
固

化
さ
れ
現
在
東
海
に
は
三
四
〇
㎥
、
六
ケ
所
に
は
二
二
〇
㎥

の
廃
液
が
固
化
さ
れ
ず
貯
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
容
で
す
。
こ
の
請
願
は

一
一
月
に
提
出
さ
れ
、
宮

古
市
議
会
教
育
民
生
委

員
会
（
熊
坂
伸
子
委
員
長

ら
七
人
）
で
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
一
二
月
九

日
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
、
二
〇
日
の
本
会
議
で

満
場
一
致
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

菅
野
事
務
局
長
は
、
こ

の
宮
古
市
制
定
を
初
め
と

し
て
、「
放
射
能
を
海
に
流

さ
な
い
こ
と
」
と
す
る
法

律
の
制
定
の
時
の
よ
う

に
、
岩
手
該
当
十
六
自
治

体
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

U チューブ動画 (20 分）： ぜひ ご覧ください！

冒頭報告 永田文夫 （岩手の会）

『高レベル放射性廃液のとてつもない危険性』

https://www.youtube.com/watch?v=RPgFtNU1sp8
U チューブ HP「永田文夫 高レベル廃液 危険」で検索

宮
古
市
議
会
で
豊
か

な
三
陸
の
海
を
守
る
会

が
提
出
し
た
『
放
射
性
廃

棄
物
を
持
ち
込
ま
せ
な

い
条
例
（
仮
称
）
』
制
定

請
願
の
満
場
一
致
採
択

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
す

ぐ
に
伝
わ
り
お
互
い
に

喜
び
あ
い
ま
し
た
。

天
恵
の
海
編
集
事
務

局
は
、
同
会
共
同
代
表
で

事
務
局
長
の
菅
野
和
夫

さ
ん
に
電
話
し
、
請
願
の

中
心
と
な
っ
た
横
田
有

平
共
同
代
表
は
じ
め
会

員
の
方
々
に
連
帯
の
言

葉
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

菅
野
事
務
局
長
か
ら

早
速
「
請
願
文
」
の
控
え

が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

本
号
掲
載
の
よ
う
に
「
趣

旨
」「
請
願
の
理
由
」
と

も
に
、
宮
古
市
住
民
の
立

場
を

代
表
す
る
適
切
な

（注）岩手該当１６自治体 ：「高レベル放射性廃

棄物・科学的特性マップ」で検索出来ます。


